
(57)【要約】

本発明は、一端においてラケット・ヘッド３に接続され

るように意図されたラケット・シャフト１に関する。ラ

ケット・シャフト１は、グリップ部分１３を備えている

。ラケット・シャフト１は、シャフト１に着脱自在に装

着されたノブ１１をその他端に有する。ノブ１１はノブ

１１が取り付けられるラケット・シャフト１の一部分の

直径Ｄよりも大きい横断寸法Ｔを有している。本発明は

また、本発明に基づくラケット・シャフトを設けられた

ラケットに関する。本発明の重要な点は、グリップ部分

１３が膨出部５、７を設けられ、グリップ部分がラケッ

ト・シャフト１の心材１２に装着された交換可能部品の

形状をしており、装着位置におけるノブ１１が心材１２

の自由端に当接しかつグリップ部分１３のストッパを構

成することである。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 端 に お い て ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド （ ３ ） に 接 続 さ れ る よ う に 意 図 さ れ た ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ
ト （ １ ） で あ っ て 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） は グ リ ッ プ 部 分 （ １ ３ ） を 備 え 、 ラ ケ ッ ト
・ シ ャ フ ト （ １ ） は ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ た ノ ブ （ １ １ ） を 他
端 に 有 し 、 ノ ブ （ １ １ ） は ノ ブ （ １ １ ） が 取 り 付 け ら れ る ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） の 一
部 分 の 直 径 （ Ｄ ） よ り も 大 き い 横 断 寸 法 （ Ｔ ） を 有 し 、
　 グ リ ッ プ 部 分 （ １ ３ ） は 膨 出 部 （ ５ 、 ７ ） を 設 け ら れ 、 グ リ ッ プ 部 分 （ １ ３ ） は 、 ラ ケ
ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） の 心 材 （ １ ２ ） に 装 着 さ れ た 交 換 可 能 部 品 の 形 状 を し て お り 、 装 着
位 置 に お け る ノ ブ （ １ １ ） が 心 材 （ １ ２ ） の 自 由 端 に 当 接 し か つ グ リ ッ プ 部 分 （ １ ３ ） の
ス ト ッ パ を 構 成 す る こ と を 特 徴 と し た ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ノ ブ （ １ １ ） は 部 分 的 に 球 体 で あ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の ラ ケ ッ ト ・ シ ャ
フ ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ノ ブ （ １ １ ） は 外 ネ ジ 部 分 （ １ ４ ） を 有 し 、 心 材 （ １ ２ ） は 内 ネ ジ 穴 （ １ ６ ） を 有 し 、
外 ネ ジ 部 分 （ １ ４ ） が 内 ネ ジ 穴 （ １ ６ ） に 受 け ら れ る よ う に 意 図 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
し た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 心 材 （ １ ２ ） は 非 円 形 外 形 断 面 を 有 し 、 グ リ ッ プ 部 分 （ １ ３ ） の 内 穴 （ ８ ） が 対 応 し た
非 円 形 断 面 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ － ３ の 任 意 の 一 項 に 記 載 の ラ ケ ッ ト ・
シ ャ フ ト （ １ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 断 面 形 状 は 八 角 形 で あ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ４ に 記 載 の ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （
１ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） お よ び ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド （ ３ ） を 備 え た ラ ケ ッ ト で あ っ て 、
ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） は グ リ ッ プ 部 分 （ １ ３ ） を 備 え 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） は
ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド （ ３ ） か ら 離 れ た 対 向 端 に ノ ブ （ １ １ ） を 有 し 、 ノ ブ （ １ １ ） は ラ ケ ッ
ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ 、 ノ ブ （ １ １ ） は そ れ が 取 り 付 け ら れ る ラ ケ ッ
ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） の 一 部 分 の 直 径 （ Ｄ ） よ り も 大 き い 横 断 寸 法 （ Ｔ ） を 有 し 、
　 グ リ ッ プ 部 分 （ １ ３ ） は 膨 出 部 （ ５ 、 ７ ） を 設 け ら れ 、 グ リ ッ プ 部 分 （ １ ３ ） は ラ ケ ッ
ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） の 心 材 （ １ ２ ） に 装 着 さ れ た 交 換 可 能 部 品 と し て 設 計 さ れ 、 装 着 位 置
に お け る ノ ブ （ １ １ ） が ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト （ １ ） の 端 部 に 当 接 し か つ グ リ ッ プ 部 分 （ １
３ ） の ス ト ッ パ を 構 成 す る こ と を 特 徴 と し た ラ ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ノ ブ （ １ １ ） は 部 分 的 に 球 体 で あ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ６ に 記 載 の ラ ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ノ ブ （ １ １ ） は 外 ネ ジ 部 分 （ １ ４ ） を 有 し 、 心 材 （ １ ２ ） は 内 ネ ジ 穴 （ １ ６ ） を 有 し 、
外 ネ ジ 部 分 （ １ ４ ） が 内 ネ ジ 穴 （ １ ６ ） に 受 け ら れ る よ う に 意 図 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
し た 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の ラ ケ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 心 材 （ １ ２ ） は 非 円 形 外 形 断 面 を 有 し 、 グ リ ッ プ 部 分 （ １ ３ ） の 内 穴 （ ８ ） が 対 応 し た
非 円 形 断 面 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ６ － ８ の 任 意 の 一 項 に 記 載 の ラ ケ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 断 面 形 状 は 八 角 形 で あ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 ９ に 記 載 の ラ ケ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 端 に お い て ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド に 接 続 さ れ る よ う に 意 図 さ れ た ラ ケ ッ ト ・ シ
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ャ フ ト に 関 す る 。 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト は グ リ ッ プ 部 分 を 備 え て い る 。 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト
は そ の シ ャ フ ト に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ た ノ ブ を 他 端 に 有 す る 。 ノ ブ は そ の ノ ブ が 取 り 付 け
ら れ る ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト の 一 部 分 の 直 径 よ り も 大 き い 横 断 寸 法 を 有 し て い る 。 本 発 明 は
ま た 、 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト を 設 け た ラ ケ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｅ Ｐ ０ ８ ９ ８ ９ ８ ８ Ａ ２ （ 特 許 文 献 １ ） か ら 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト は 従 来 か ら 公 知 で あ
る 。 そ の ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト は 、 そ の 心 材 に 着 脱 さ れ る 交 換 可 能 グ リ ッ プ 部 分 を 有 し て い
る 。 グ リ ッ プ 部 分 を 心 材 に 留 め る た め に 、 ネ ジ が 、 心 材 内 で 軸 方 向 に 固 定 さ れ た 楔 状 ナ ッ
ト と 協 働 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｕ Ｓ － Ａ － ５ ， ６ ０ ５ ， ３ ２ ７ （ 特 許 文 献 ２ ） か ら 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト は 従 来 か ら 公
知 で あ る 。 そ の ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト は 、 そ の 自 由 端 に 押 し 込 め ら れ る 突 合 せ キ ャ ッ プ を 自
由 端 に 有 し て い る 。 突 合 せ キ ャ ッ プ は 、 金 属 弾 丸 ま た は 金 属 円 板 の 形 状 の バ ラ ス ト が 供 給
さ れ る 内 部 空 間 を 規 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｕ Ｓ － Ａ － ２ ５ ９ ， ４ ４ ８ （ 特 許 文 献 ３ ） お よ び Ｕ Ｓ － Ａ － ４ ， ８ ２ ８ ， ２ ６ １ （ 特 許
文 献 ４ ） の 各 々 か ら 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト の 周 り に 延 び る ２ つ の 凹 所 を 設 け た ラ ケ ッ ト ・
シ ャ フ ト が 従 来 か ら 公 知 で あ る 。 そ の 凹 所 は 、 シ ャ フ ト の 長 手 方 向 に お い て 互 い か ら 距 離
を 置 い て 配 置 さ れ る 。 凹 所 と 隣 接 部 分 間 の 移 行 部 分 は 丸 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ０ ８ ９ ８ ９ ８ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ０ ５ ， ３ ２ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ２ ５ ９ ， ４ ４ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ８ ２ ８ ， ２ ６ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 主 な 目 的 は 、 プ レ ー ヤ ー に 良 好 な 握 り 、 制 御 、 支 持 、 平 衡 を 与 え る た め に 一 般
に 人 間 工 学 的 に 設 計 さ れ た ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト ／ ラ ケ ッ ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト の 特 定 部 分 を 交 換 可 能 に す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト の 改 良 さ れ た 平 衡 を 与 え る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 少 な く と も 主 な 目 的 は 、 添 付 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 独 立 請 求 項 の 特 徴 部 分 を
与 え ら れ た ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト ／ ラ ケ ッ ト に よ っ て 実 現 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ お よ び ラ ケ ッ ト
・ ヘ ッ ド ３ を 備 え て い る 。 現 存 す る 力 が ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド ３ と ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ と の
間 で 伝 達 さ れ る よ う に 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ お よ び ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド ３ は 互 い に 固 く 接
続 さ れ る 。 一 般 に 、 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ は 、 新 規 か つ 革 新 的 設 計 を 有 す
る 。 他 方 、 ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド ３ は 従 来 設 計 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 基 づ く 平 面 図 に 示 す よ う に 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ は 、 第 １ 厚 肉 部 分
ま た は 第 １ 膨 出 部 ５ と 、 第 ２ 厚 肉 部 分 ま た は 第 ２ 膨 出 部 ７ と を 有 す る 。 第 １ 膨 出 部 ５ と 第
２ 膨 出 部 ７ と の 間 に 、 中 間 部 ９ が 設 け ら れ る 。 丸 い 移 行 部 分 が 膨 出 部 ５ 、 ７ と 中 間 部 ９ と
の 間 に 与 え ら れ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 両 膨 出 部 ５ 、 ７ は 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 長 手 方 向 に 丸 い 波 形 状 を 有 す る 。 両 膨 出 部
５ 、 ７ と 中 間 部 ９ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 斜 線 で 表 さ れ た 外 部 グ リ ッ プ 包 装 材 を 好 ま
し く は 設 け ら れ る 。 こ の 被 覆 １ ０ は 、 そ れ が 摩 耗 し た と き に 交 換 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の ２ つ の 膨 出 部 ５ 、 ７ は 、 手 の 解 剖 学 的 握 り 形 状 へ の 順 応 を も た
ら す 。 手 は 、 受 け 負 （ 凹 ） 握 り 形 状 を 有 す る 。 快 適 な 握 り 厚 み が 達 成 さ れ る ま で 、 手 が 適
切 な サ イ ズ の 土 ま た は 粘 度 を 握 り か つ そ れ を 締 め 付 け た と き 、 そ の 結 果 は 、 ラ ケ ッ ト ・ シ
ャ フ ト １ の 膨 出 部 ５ 、 ７ に 対 応 す る 形 状 を 有 す る 延 長 本 体 と な る 。 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １
が ２ つ の 膨 出 部 ５ 、 ７ を 設 け ら れ て い る 理 由 は 、 多 く の プ レ ー ヤ ー に よ っ て 、 好 ま し く は
バ ッ ク ハ ン ド に 関 連 し て 、 実 行 さ れ る ２ 本 の 手 の 握 り に 対 し て ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ を 適
応 さ せ て い る か ら で あ る 。 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 長 手 方 向 に お け る ２ つ の 膨 出 部 ５ 、 ７
間 の 距 離 は 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ を 握 る プ レ ー ヤ ー の 手 の サ イ ズ に 基 づ い て も ち ろ ん 変
わ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 断 面 が 図 ３ に 示 さ れ 、 ま た 、 心 材 １ ２ が 面 取 り
隅 部 を 持 っ た ほ ぼ 方 形 形 状 を 有 し て い る こ と が 明 ら か で あ る 。 心 材 １ ２ の 外 面 に グ リ ッ プ
部 分 １ ３ が 設 け ら れ 、 そ の 外 側 面 の グ リ ッ プ 部 分 １ ３ は 膨 出 部 ５ 、 ７ と 中 間 部 ９ と を 有 す
る 。 内 部 に は 、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ は 好 ま し く は 剛 性 プ ラ ス チ ッ ク の 層 ８ を 設 け ら れ 、 ま た
、 こ の 層 ８ の 断 面 は 心 材 １ ２ に 適 合 さ れ 、 す な わ ち 、 層 ８ が グ リ ッ プ 部 分 １ ３ の 内 部 穴 を
規 定 す る 。 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ の 残 部 、 す な わ ち 膨 出 部 ５ 、 ７ と 中 間 部 ９ と を 有 す る 部 分 は
、 シ リ コ ン ゴ ム ま た は 発 泡 ゴ ム か ら 好 ま し く は つ く ら れ る 。 こ れ は 、 も ち ろ ん 、 例 示 の み
で あ っ て 、 使 用 者 は も ち ろ ん 個 々 の 適 用 の 最 適 化 を 達 成 す る た め に グ リ ッ プ 部 分 の 材 料 を
選 択 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 下 端 に お い て 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ノ ブ １ １ が 取 り
付 け ら れ る 。 ノ ブ １ １ は 隣 接 第 ２ 膨 出 部 ７ か ら 離 れ て 対 向 す る 一 部 球 形 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド ３ か ら 離 れ て 対 向 す る ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 一 端 に お い て 、 ノ ブ １
１ が 取 り 付 け ら れ る 。 ノ ブ １ １ は 、 ノ ブ １ １ が 隣 接 す る ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 一 端 の 直
径 Ｄ よ り も 実 質 的 に 大 き い 最 大 横 断 寸 法 Ｔ を 一 般 に 有 す る 。 好 ま し く は 、 Ｔ と Ｄ と の 関 係
は 、 １ ． ５ Ｄ ＜ Ｔ ＜ ２ Ｄ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ に お い て 、 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 好 適 構 造 設 計 が 詳 細
に 示 さ れ て い る 。 図 ４ は 、 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 開 示 実 施 例 を 構 成 す る
主 構 成 部 品 を 示 す 。 こ の よ う に し て 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ は 、 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ュ ー ム
、 プ ラ ス チ ッ ク 、 ケ ブ ラ ー （ ｋ ｅ ｖ ｌ ａ ｒ ） 、 ま た は 黒 鉛 か ら 製 造 さ れ た 心 材 １ ２ を 備 え
て い る 。 製 造 上 の 理 由 の た め に 、 心 材 １ ２ お よ び ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド ３ は 同 じ 材 料 か ら つ く
ら れ る こ と が 好 ま し い 。 心 材 が ア ル ミ ニ ュ ー ム か ら 製 造 さ れ る 場 合 に は 、 そ れ は 通 常 中 空
で あ る 。 現 存 す る 力 が ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド ３ と 心 材 １ ２ と の 間 に 伝 達 さ れ る よ う に 、 心 材 １
２ は ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド ３ に 固 く 接 続 さ れ る 。 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ は 、 ２ つ の 膨 出 部 ５ 、
７ お よ び 中 間 部 ９ を 設 け ら れ た グ リ ッ プ 部 分 １ ３ を 備 え て い る 。 好 ま し く は 、 心 材 １ ２ は
外 部 が 非 円 形 外 断 面 形 状 を 有 し 、 ま た 、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ は 対 応 す る 非 円 形 断 面 形 状 を し
た 内 部 貫 通 穴 ８ を 有 す る 。 し た が っ て 、 そ の 理 由 は 、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ が 心 材 １ ２ に 関 し
て 回 転 す る こ と を 避 け る た め で あ る 。 好 ま し く は 、 断 面 形 状 は 八 角 形 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ は 、 外 ネ ジ 部 分 １ ４ と 着 脱 自 在 キ ャ ッ プ １ ５ と を 設 け ら れ た ノ ブ
１ １ を 備 え て い る 。 着 脱 自 在 キ ャ ッ プ １ ５ は 、 外 ネ ジ 部 分 １ ４ に 関 し て ノ ブ １ １ の 直 径 方
向 反 対 側 に 配 置 さ れ る 。 キ ャ ッ プ １ ５ は 、 ネ ジ 結 合 に よ っ て ノ ブ １ １ の 残 部 に 接 続 さ れ 、
ノ ブ １ １ の 残 部 は 中 空 で あ る （ 図 ５ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ に お い て 、 図 ４ に 基 づ く 構 成 部 品 が 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ を つ く る
た め に い か に 組 み 立 て ら れ る か を 示 す 。 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ は 心 材 １ ２ に 押 し 込 め ら れ 、 心
材 １ ２ の 自 由 端 に 装 着 さ れ る 。 ノ ブ １ １ の 着 脱 自 在 装 着 は 、 外 ネ ジ 部 分 １ ４ を 心 材 １ ２ の
内 ネ ジ 穴 １ ６ と 協 働 す る よ う に さ せ る こ と に よ っ て 、 行 わ れ る 。 ノ ブ １ １ の 適 切 な 締 付 け
は 、 心 材 １ ２ の 自 由 端 へ の ノ ブ １ １ の 適 正 固 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ か ら 明 ら か な よ う に 、 中 空 ノ ブ １ １ は 、 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト の 重 量 配 分 に 影 響
を 及 ぼ す 可 能 性 を 与 え る 鉛 ペ レ ッ ト １ ７ で 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 構 成 部 品 の い く つ か を ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ に 含 ま せ 、 心 材 １ ２ に 着 脱 自 在 に 装 着 さ せ
る こ と に よ っ て 、 異 な る サ イ ズ の 構 成 部 品 、 す な わ ち グ リ ッ プ 部 分 １ ３ お よ び ノ ブ １ １ が
心 材 １ ２ に 装 着 さ れ て も よ い 可 能 性 が 提 示 さ れ る 。 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ の 異 な る サ イ ズ に 関
し て 、 そ れ は 基 本 的 に は 膨 出 部 ５ 、 ７ の 異 な る 最 大 直 径 お よ び 膨 出 部 ５ 、 ７ 間 の 相 互 距 離
の 問 題 で あ る 。 ノ ブ １ １ に 関 し て 、 異 な る サ イ ズ は 通 常 は 異 な る 横 断 寸 法 Ｔ を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 特 に 、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ に 関 し て 、 着 脱 の 可 能 性 は 、 異 な る 材 料 か ら つ く ら れ た グ リ ッ
プ 部 分 １ ３ が 使 用 さ れ て も よ い こ と を 意 味 す る 。 こ れ は 、 さ ら に 個 々 の 適 用 に 対 す る 可 能
性 を 強 調 す る 。 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ の 異 な る 材 料 に 関 し て 、 軟 質 シ リ コ ン 状 ゴ ム 、 よ り 剛 性
な 発 泡 ゴ ム 、 ま た は 異 な る プ ラ ス チ ッ ク の 組 合 せ が 例 示 か つ 非 限 定 目 的 で 挙 げ ら れ て も よ
い 。 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ に 用 い ら れ る 材 料 が 固 有 振 動 減 衰 を 行 い 、 ま た は 振 動 減 衰 埋 込 物 が
心 材 １ ２ と グ リ ッ プ 部 分 １ ３ と の 間 に 局 部 的 に 取 り 付 け ら れ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ は 、 異 な る 表 面 パ タ ー ン 、 例 え ば 、 溝 、 突 起 、 凹 陥 穴 、 波 状 凹 凸 を 有
し て い て も よ い 。 そ れ と 共 に 、 材 料 の 適 正 な 選 択 お よ び 適 正 な 表 面 パ タ ー ン は 、 現 存 す る
汗 の 適 正 な 吸 収 ば か り で は な く 、 手 と の 緊 密 な 接 触 を 与 え る 。 材 料 お よ び 表 面 パ タ ー ン は
、 手 の 冷 却 、 お よ び 手 の 過 剰 発 汗 の 自 然 乾 燥 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に 関 連 し て 、 特 定 の 状 況 に お い て は 、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ の グ リ ッ プ 包 装 材 １ ０ が 削
除 さ れ る こ と が 可 能 で あ る こ と 、 ま た 、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ が 摩 耗 し た と き 全 体 の グ リ ッ プ
部 分 １ ３ が 交 換 さ れ る こ と が 可 能 で あ る こ と に 注 目 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ か ら 明 ら か な よ う に 、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ お よ び ノ ブ １ １ の 両 者 は 、 心 材 １ ２ に 着 脱
自 在 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 構 造 設 計 は 、 個 々 の プ レ ー ヤ ー が 各 自 の ラ ケ ッ ト を 注 文 す る
独 特 の 可 能 性 を 提 示 す る 。 す な わ ち 、 プ レ ー ヤ ー は 寸 法 、 材 料 選 択 、 表 面 構 造 に 関 し て 個
々 に 適 用 さ れ る グ リ ッ プ 部 分 １ ３ を 選 択 で き る 。 ま た ノ ブ １ １ に 関 し て も 、 プ レ ー ヤ ー は
適 切 な 寸 法 を 選 択 し て も よ く 、 ま た 、 ノ ブ １ １ の 中 空 性 を 通 じ て 中 空 ノ ブ １ １ 内 の 鉛 ペ レ
ッ ト １ ７ の 充 填 程 度 を か い し て 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト の 重 量 配 分 に 影 響 を 及 ぼ し て も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 心 材 １ ２ の 自 由 端 に 取 り 付 け ら れ た ノ ブ １ １ は 、 手 が ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 自 由 端 に
お い て 個 別 の 支 持 を 与 え ら れ る こ と を も た ら す 。 こ れ は 、 ラ ケ ッ ト の 滑 落 の 自 然 防 止 を も
た ら す 。 す な わ ち 、 ラ ケ ッ ト が 手 か ら 滑 り 落 ち る こ と は 基 本 的 に は 起 こ ら な い 。 さ ら に 加
え て 、 ノ ブ １ １ は ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ と プ レ ー ヤ ー の 手 と の 間 の 接 触 面 を 増 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ノ ブ １ １ は 、 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト を 使 用 し た と き 、 他 の 機 能 的 利 点 を も た ら す 。 テ
ニ ス に お い て は 、 プ レ ー ヤ ー が 自 身 の 動 き に 大 き な 範 囲 を 持 ち か つ 相 手 コ ー ト に 関 し て 高
い 衝 撃 点 を 持 つ こ と が 個 別 に 有 利 で あ る 。 こ れ は 、 サ ー ブ に 関 連 し て 特 に 重 要 で あ る 。 そ
れ に よ っ て 、 グ リ ッ プ が ノ ブ １ １ に 対 し て 十 分 に ま た は 部 分 的 に 配 置 さ れ る の で 、 従 来 の
ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト に 比 べ て ノ ブ １ １ は ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ の 長 さ を い く ぶ ん 増 加 し て
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い る 。 こ れ は 、 サ ー ブ に 関 連 し て 、 お よ び ボ ー ル を サ イ ド ラ イ ン 近 く に 戻 す と き に 特 に 重
要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 プ レ ー ヤ ー が 自 身 の グ リ ッ プ を ノ ブ １ １ 上 に 十 分 に ま た は 部 分 的 に 持 つ と き 、 手 お よ び
手 首 が ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ に 関 し て さ ら に 容 易 に 回 転 す る 。 こ れ は 、 プ レ ー ヤ ー が 個 々
の ト ッ プ ス ピ ン で ボ ー ル を 打 つ こ と を 望 む と き 、 明 ら か な 利 点 で あ る 。 サ ー ブ に 関 連 し て
、 サ ー ブ の 最 終 段 階 中 に 手 が ノ ブ １ １ に 関 し て 部 分 的 に 回 転 す る の で 、 強 く 、 さ ら に 平 ら
な サ ー ブ が 従 来 の グ リ ッ プ に 比 べ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ［ 発 明 の 実 現 可 能 な 変 更 ］
　 上 述 し た 実 施 例 に お い て は 、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ お よ び 心 材 １ ２ の 内 部 貫 通 穴 が 互 い に 対
応 し た 断 面 を 有 し て い る こ と が 述 べ ら れ た 。 し か し 、 本 発 明 の 範 囲 内 で 、 グ リ ッ プ 部 分 １
３ が 心 材 １ ２ に 装 着 さ れ る と き 、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ の 内 部 貫 通 穴 が 心 材 １ ２ の 外 形 に 適 合
す る よ う な 可 撓 性 材 料 か ら グ リ ッ プ 部 分 １ ３ が 設 計 さ れ る こ と も 実 現 可 能 で あ る 。 こ れ は
グ リ ッ プ 部 分 １ ３ を 心 材 １ ２ に 押 し 込 む こ と に よ っ て 好 ま し く な さ れ る 。 ま た 、 こ の 場 合
、 グ リ ッ プ 部 分 １ ３ が 心 材 １ ２ に 関 し て 回 転 す る こ と が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 し た 実 施 例 に お い て は 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト １ は 多 数 の 交 換 可 能 構 成 部 品 か ら な っ
て い る 。 し か し 、 本 発 明 の 範 囲 内 で ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト は 交 換 可 能 構 成 部 品 を 設 け ら れ ず
、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト の 構 成 部 品 は 恒 久 的 に 互 い に 接 続 さ れ る こ と も 実 現 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 は 、 テ ニ ス ・ ラ ケ ッ ト に つ い て 主 に 提 案 さ れ た 。 し か し 、 本 発 明 の 原 理 は 他 の ス
ポ ー ツ の ラ ケ ッ ト に 関 連 し て 適 用 さ れ て も よ い 。 例 示 と し て か つ 非 制 限 目 的 に お い て 、 ス
カ ッ シ ュ お よ び バ ド ミ ン ト ン が 挙 げ ら れ る 。 も ち ろ ん 、 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト ／ ラ ケ ッ
ト ・ シ ャ フ ト を 製 造 す る さ い に 、 問 題 の ス ポ ー ツ に 特 定 の 適 用 が 通 常 は あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 基 づ く ラ ケ ッ ト の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 基 づ く ラ ケ ッ ト の ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト の 詳 細 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ２ の III－ III線 に そ っ た 断 面 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 基 づ く ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト の 分 解 図 を 示 し 、 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト が 多 数 の
交 換 可 能 部 品 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 図 ５ 】 組 立 状 態 に あ る 図 ４ の 部 品 を 示 し 、 多 数 の 断 面 が 平 明 を 増 す た め に 取 ら れ て い る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 　 　 １ 　 　 ラ ケ ッ ト ・ シ ャ フ ト
　 　 　 　 ３ 　 　 ラ ケ ッ ト ・ ヘ ッ ド
　 　 　 　 ５ 　 　 第 １ 膨 出 部
　 　 　 　 ７ 　 　 第 ２ 膨 出 部
　 　 　 　 ８ 　 　 内 部 貫 通 穴
　 　 　 　 ９ 　 　 中 間 部
　 　 　 １ ０ 　 　 グ リ ッ プ 包 装 材
　 　 　 １ １ 　 　 ノ ブ
　 　 　 １ ２ 　 　 心 材
　 　 　 １ ３ 　 　 グ リ ッ プ 部 分
　 　 　 １ ４ 　 　 外 ネ ジ 部 分
　 　 　 １ ５ 　 　 着 脱 自 在 キ ャ ッ プ
　 　 　 １ ６ 　 　 内 ネ ジ 穴
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　 　 　 １ ７ 　 　 鉛 ペ レ ッ ト
　 　 　 　 Ｄ 　 　 直 径
　 　 　 　 Ｔ 　 　 最 大 横 断 寸 法

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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